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高分子材料・製品の寿命予測と
劣化加速試験方法

【本書のポイント】
▼著者の長年の現場経験に基づいたノウハウ：

実務で使える知識・技能を得る！
●プラスチック、ゴム、粘着・接着材料の劣化現象と寿命予測

●劣化不具合の調査・原因究明と対策方法
●寿命予測式の設定方法

★「その樹脂部材、どれだけもつの？」 プラスチック材料・製品を扱う方の“実務書”です。
　ソルベントクラック、応力割れ、熱劣化、疲労破壊……破壊トラブル・不具合への対処策も　
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○日産自動車（株）での職務（1970年～1999年）　内外装樹脂部品開発；樹脂部品の不具合解析/対策立案/再発防止

樹脂部品に関する各種試験法の作成　○堀硝子（株）での職務（1999年～2010年）　自動車ガラスと樹脂部品の接着仕様開発

〇独立コンサルタントとしての業務（2010年～現在）　上記経験を活かして化学、エレクトロニクス、自動車関連企業への技術指導
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